
今後、人口減少や少子高齢化などが進み、老朽化した公共施設への対応が大きな課題と
なっている中、これからの相模原市らしい公共施設のあり方を考えるための市民ワーク
ショップを開催しています。
ワークショップの様子を、参加者以外の市民の皆さんにも知ってもらうため、「みんなで
考えよう、公共施設のあり方ワークショップ通信」を発行していきます。
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９月２１日（土）に、第２回ワークショップを開催しました︕
第２回ワークショップでは、第１回で話し合った、公共施設と活動の関係を踏まえ、
「どうしたらよい︖公共施設」をテーマに、公共施設の良いところや、改善したほうが
よいところ、公共施設をより良くするためのアイデアなどについて話し合いを行いました。

ワーク１ ここがイイネ︕ここがイマイチ、相模原市の公共施設

ワーク２ 魅力ある公共施設にするためのアイデアを考える

本村市長からのあいさつ（ワークショップの開催にあたって）

相模原市の公共施設の良いところ、改善したほうがよいところについ
て話し合いました。

今ある公共施設の良いところをより伸ばし、良くないところを改善する
ためのアイデアを話し合いました。

公共施設の老朽化対策については、施設の再編・再整備と長寿命化を一体的に進
めていく必要があると考えており、これまで市民をはじめ多くの皆さまにご利用いただいて
きた公共施設を、次の世代にどのように引き継いでいくかが、相模原市の未来にとって
大切です。
これからの市政は、市民との対話により進め、各区の特性を生かしつつ、本市に愛着
と誇りを持ってもらえるよう、シビックプライドを醸成していきたいと考えています。
本ワークにおける皆さまの検討成果を楽しみにしています︕

１回目より、活発
に話し合いができ
ました。

自分とは違う、
色々な意見が聞
けて良かった。

他の班の発表を
もっと聞きたい。
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第３回は、区ごとに分かれて開催します。テーマは「かたちにしよう︕公共施設」です。
緑区 10/20（日）橋本公民館大会議室
中央区10/26（土）職員研修所大研修所
南区 10/27（日）南区合同庁舎講堂
※時間はいずれも１０時～１２時３０分

相模原市 公共施設 ワークショップ 検索

今回のワークショップは、首都大学東京の讃岐先生と学生の皆さんの協力をいただいています︕

讃岐 亮 助教 プロフィール
首都大学東京 都市環境学部 助教
専門は、都市計画学。これまで、
多くの自治体において、
公共施設の再編に関する計画策定な
どを支援。

「情報発信（PR）の改善」「交通とセットで考える」
「地域の力や民間企業との連携」が、これからの持続可能
性を考える上で大事というアイデアが多く出ていました。
次回に向けては、このほかの意見やアイデアを含め、

“自分だったらこうしたい・こうできる”という目線で考え
てもらえると良いと思います。

第２回ワークの結果（施設をより良くするためのアイデア）
ワークの成果について、各グループの一押しアイデア３つを中心に発表してもらいました。

緑区 中央区 南区

グループ
１

・マイナンバーとの連携（カードの一
元化、ポイント付与等）

・SNSやホームページ等による発信
の方法を広げる

・公共施設情報に関するホーム
ページを見やすく改善

・施設の多目的化、複合施設 ・インターネットを活用した予約システ
ムの導入など

・親しみやすい施設名や利用度ラ
ンキングなどによる愛着づくり

・SNSやアプリによる情報発信 ・企業の力（場所、業務委託等）
を頼って窓口サービスを提供

・施設間を循環するコミュニティ
バスやシャトルバスの導入

グループ
２

・施設のルールを緩和し、もっと簡
単に利用しやすくする

・乗合いタクシー、民間委託などに
よる交通網の整備

・防災ベンチの設置等による施設
の多機能化（平時と非常時）

・こどもと高齢者が交流できるような
施設をつくる

・予約なしで誰もが利用できる、交
流の場（部屋）をつくる

・QRコードを活用して、情報にア
クセスしやすくする

・分散している施設を地域コミュニティの
拠点となる場所に集約・複合化

・コミュニティの中の人づくりと相互コ
ミュニケーションの取り方の工夫

・フロアごと、曜日や時間で区切り、
一つの施設を多目的に利用

グループ
３

・広報の改善（利用マップ、ひばり
放送、QRコード等）

・公共施設を経由する循環バスの
導入

・高齢者、子育て世代等が使い
やすい間取り・使い方に改善

・各区に目玉となる複合施設を民
間と協力して整備

・個人が利用しやすい予約・受付方
法への変更

・利用料金の見直し（減額制度
の導入）

・人材発掘・活用・コーディネートによ
るサポート体制の充実

・使われていない小規模公園を有効
活用し、公園での活動を増やす

・利用者と運営者の相互理解を
深める

※太字は、複数のグループから出たアイデアです。

※各回の資料や結果、アンケートなどは、ホームページに掲載しています。


